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開
業
医
、
仙
田
尚
人
さ
ん
（
5
9
）
が
現
地
の
様
子
を
語
っ
た
。
仙
田
さ
ん
ら
の
ア
ム
ダ
医
療
チ
ー
ム
（

1
4
人
）
は
、
長
い
避
難
生
活
で
疲
れ

て
い
る
高
齢
者
ら
の
実
態
に
「
今
こ
そ
癒
や
し
に
人
気
歌
手
の
歌
が
必
要
」
と
、
普
楽
事
務
所
ら
に
応
援
を
呼
び
か
け
。
北
島
三
郎
さ
ん

の
北
島
音
楽
事
務
所
が
即
座
に
応
じ
、
８
日
に
演
歌
の
北
山
た
け
し
さ
ん
（

3
7
）
の
△
避
難
所
ス
テ
ー
ジ
▽
が
実
現
し
た
。
＜
歌
の
処
方
箇
▽

と
銘
打
っ
た
北
山
さ
ん
の
熱
唱
に
被
災
者
は
感
激
し
、
「
前
を
向
い
て
歩
く
勇
気
が
わ
い
た
」
と
、
喜
ん
だ
と
い
う
。
　
（
木
曽
田
学
）

東
日
本
大
震
災
の
避
難
所
に
被
災
者
を
元
気
づ
け
る
演
歌
が
響
い
た
－
Ｉ
。
岡
山
市
の
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」

（
菅
波
茂
代
表
）
が
宮
城
県
南
三
陸
町
の
避
難
所
・
町
立
志
津
川
小
学
校
で
行
っ
て
い
る
救
援
活
動
に
参
加
し
、
倉
敷
市
に
帰
っ
た
内
科

倉
敷
の
’
医
師

仙
田
さ
ん
語
る

北
山
さ
ん
熟
唱
「
勇
気
わ
い
た
」

涙をこらえながら被災者の話を聞く北山たけしさん

　（８日、宮城県南三陸町立志津川小で）==アムダ提供

　
仙
田
さ
ん
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
時
に
も
神
戸
市
で
医
療

活
動
を
経
験
。
今
回
も
現
地
に

行
く
こ
と
を
決
意
し
て
ア
ム
ダ

に
加
わ
り
、
Ｉ
～
９
日
に
同
校

　
（
避
難
者
約
３
０
０
人
）
で
、

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
医
師
７

人
、
看
護
師
ら
と
と
も
に
医
療

に
あ
た
っ
た
。

　
被
災
者
は
水
や
電
気
の
な
い

生
活
が
2
0
日
以
上
も
続
き
、
疲

労
は
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
っ

た
。
風
邪
な
ど
に
加
え
、
４
月

初
め
か
ら
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
胃
腸
炎
の
患
者
も
出
始
め

た
。
高
齢
者
は
「
普
段
の
暮

ら
し
に
戻
り
た
い
」
＼
「
テ
レ

ビ
で
歌
を
聴
い
た
生
活
が
懐

か
し
い
」
な
ど
声
が
多
く
、

６
日
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
医

療
チ
ー
ム
は
プ
ロ
歌
手
の
招
請

を
決
め
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
仙
田
さ
ん
は
７
日
朝
、
福
島

県
南
相
馬
市
で
救
援
活
動
を
し

て
い
た
顔
見
知
り
の
ア
ム
ダ
グ

ル
ー
プ
副
代
表
で
、
新
見
市
の

公
設
国
際
貢
献
大
学
校
校
診
管

理
者
・
的
野
秀
利
さ
ん
（
4
3
）
に

△
歌
の
処
方
簾
▽
の
考
え
を
伝

え
た
。
的
野
さ
ん
は
賛
成
し
、

ア
ム
ダ
本
部
に
△
ア
ム
ダ
▽
名

で
北
島
音
楽
事
務
所
に
依
頼
す

る
よ
う
指
示
。
メ
ー
ル
を
受
け

た
同
事
務
所
は
快
諾
し
、
北
山

さ
ん
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調

整
、
す
ぐ
に
南
三
陸
町
に
送
り

出
し
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
◇

　
北
山
さ
ん
は
北
島
さ
ん
の
娘

婿
で
、
演
歌
界
の
ホ
ー
プ
。
「
希

望
の
詩
」
な
ど
明
る
い
ヒ
ッ
ト

曲
も
多
い
。
８
日
午
後
、
ブ
ル

ー
の
ア
ム
ダ
の
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ

ン
パ
ー
を
着
て
避
難
所
の
体
育

館
に
姿
を
見
せ
た
。
被
災
者
は
、

北
山
さ
ん
に
気
が
付
く
と
歓
声

を
上
げ
、
拍
手
で
出
迎
え
た
。

　
北
山
さ
ん
は
、
被
災
者
の
そ

ぱ
で
拳
を
握
句
し
め
て
熱
唱
。

‐
ア
カ
ペ
ラ
で
歌
う
声
が
港

内
に
響
い
た
。
同
道
難
所
一

口
歌
手
が
歌
‐
づ
た
の
は
｛

て
。
歌
い
終
え
た
北
山
さ
ｙ

被
災
者
を
激
励
し
て
回
苓

激
し
て
涙
を
流
す
人
も
谷

山
さ
ん
も
涙
ぐ
ん
だ
と
号

　
　
　
　
’
◇

　
高
齢
者
の
一
人
は
、
フ

が
と
う
。
元
気
が
出
た
こ

仙
田
さ
ん
に
感
謝
。
的
野
－

は
「
当
初
は
歌
ど
こ
ろ
涅

か
っ
た
と
思
う
が
、
今
は
、

療
と
と
も
に
心
の
癒
や
し
‘

要
」
と
話
し
て
い
る
。

　
仙
田
さ
ん
は
「
ア
ム
ダ
心

楽
事
務
所
な
ど
多
く
の
素
四

対
応
が
う
れ
し
い
。
今
は
、

イ
ル
ス
感
染
も
収
ま
り
コ

る
と
聞
い
た
。
患
者
が
待
－

い
る
の
で
、
い
っ
た
ん
帰
－

が
、
機
会
を
見
て
再
び
現
｀

行
き
、
被
災
者
を
も
っ
と
こ

に
し
た
い
」
と
言
っ
て
い
ヱ
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